
公表： 2024年　3月 18日　　　事業所名：　第２こばと園  職員数6人　回収数5人　割合83％

チェック項目 はいいいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

①
利用定員が指導訓練室等スペースとの

関係で適切である。 5 0

危険箇所の確認など
使用については連絡し合っている
課題点として、集まりの時に広すぎるスペースで気
持ちが途切れるので後ろのスペースに行く子どもも
いる。

② 職員の配置数は適切である。 4 1 最低基準以上の職員を配置している。

③

生活空間は、本人にわかりやすく構造

化された環境になっている。また、障

害の特性に応じ、事業所の設備等は、

バリアフリー化や情報伝達等への配慮

が適切になされている。

4 1
なるべく分かりやすいよう工夫しているが、部屋の

数等の都合で限界がある。

④
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせ

る環境になっている。また、子ども達

の活動に合わせた空間となっている。
4 1

老朽化の為　環境整備等心掛ける

建物の老朽化に伴い、難しいこともあるが、なるべ

く清潔に安全に使えるように配慮している。

定期的に清掃等を決めてしている

⑤
業務改善を進めるためのPDCAサイク

ル（目標設定と振り返り）に、広く職

員が参画している。
5 0

⑥

保護者等向け評価表により、保護者等

に対して事業所の評価を実施するとと

もに、保護者等の意向等を把握し、業

務改善につなげている。

5 0

⑦

事業所向け自己評価表及び保護者向け

評価表の結果を踏まえ、事業所として

自己評価を行うとともに、その結果に

よる支援の質の評価及び改善の内容

を、事業所の会報やホームページ等で

公開している。

5 0

⑧
第三者による外部評価を行い、評価結

果を業務改善につなげている。 4 1

⑨
職員の資質の向上を行うために、研修

の機会を確保している。 5 0
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○園庭が狭いため、引き続き、散歩や近くの公園、

山などの園外活動などにとりくむ。
　

○部屋は広いが、活動によって部屋や空間の使い方

を工夫する。
　

○職員の配置基準は満たしているが、職員体制整

備・充実のための意見を関係団体の協議の場に挙げ
ていく。

〇清潔で心地よい環境であるよう、保護者の協力も
仰ぎながら努力する。

○担当者会議、研修、ケース会議、など、取り組み

の振り返りや見直しを行っているが、時間をかけて

じっくりと行うことが難しい。時間の使い方、働き

方などを検討・工夫しながら、適切に行っていくよ

う努力する。

○保護者評価、事業所の自己評価をもとに今後生か

していく。

○第三者による外部評価は未実施であり、今後必要

に応じて実施を検討する。

○研修を計画的に行い、職員の学ぶ意欲を高め、職

員の専門性や人間性を高めるように努める。

事業所における自己評価結果（公表）
別紙３



⑩

アセスメントを適切に行い、子どもと

保護者のニーズや課題を客観的に分析

した上で、児童発達支援計画を作成し

ている。

5 0
職員会議を増やし、個々の課題や支援について考え

合っている

⑪
子どもの適応行動の状況を図るため

に、標準化されたアセスメントツール

を使用している。
4 1

発達検査や子どもの行動観察、保護者への聞き取り

などを通して、アセスメントを行っている。

⑫

児童発達支援計画には、児童発達支援

ガイドラインの「児童発達支援の提供

すべき支援」の「発達支援（本人支援

及び移行支援）」、「家族支援」、

「地域支援」で示す支援内容から子ど

もの支援に必要な項目が適切に選択さ

れ、その上で、具体的な支援内容が設

定されている。

5 0
ガイドラインに沿って、必要な内容を網羅した児童

発達支援計画の作成を行っている。

⑬
児童発達支援計画に沿った支援が行わ

れている。 5 0
支援計画の目標に沿って、支援を計画し実行してい

る。

⑭
活動プログラムの立案をチームで行っ

ている。 5 0 担当職員を中心に、職員集団全体で定期的な振り返
りの会議を行い、取り組みを考え合っている。

⑮
活動プログラムが固定化しないよう工

夫している。 5 0

⑯
子どもの状況に応じて、個別活動と集

団活動を適宣組み合わせて児童発達支

援計画を作成している。
5 0

基本的には集団の療育だが、個別の発達相談や保護

者相談などを定期的に、要望や必要に応じて行って

いる。

⑰
支援開始前には職員間で必ず打ち合わ

せをし、その日行われる支援の内容や

役割分担について確認している。
5 0 時間や役割をきちんと確認している

⑱

支援終了後には、職員間で必ず打ち合

わせをし、その日行われた支援の振り

返りを行い、気づいた点等を共有して

いる。

5 0

⑲
日々の支援に関して記録をとることを

徹底し、支援の検証・改善につなげて

いる。
5 0

⑳
定期的にモニタリングを行い、児童発

達支援計画の見直しの必要性を判断し

ている。
5 0
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○第２こばと園では、ガイドラインに沿った支援を

次のように行っているが、さらに充実させるように

努める。

　①親子通園で楽しい遊びや体験を通して発達の土

台の力を育て、意欲的で安定した生活が送れるよう

に取り組んでいる。（発達支援）

　②親子通園、保護者懇談会などを通して、我が子

を理解し子育てに元気と見通しが持てるように支援

したいととりくんでいる。（家族支援）

　③関係機関との連携、特に保育所や幼稚園・こど

も園などと併行通園している場合は、園との連携を

通して、安定した生活が送れるように支援してい

る。（地域支援）

○子どもに合わせた適切な支援を行うよう、アセス

メントを行い、児童発達支援計画を立てて活動プロ

グラムを考え、日々の振り返りを通して次の活動に

フィードバックしている。時間的な余裕がなく、職

員全員で共有することが課題である。時間の使い方

を工夫し、職員全員で共有することに努める。

○日々短時間でも時間を有効活用し打ち合わせ、振

り返り、見直しを行っている。日々の反省の中で、

常に保護者の声などをフィードバックして、療育の

質の向上に生かそうと努力している。

　

○活動プログラムや活動内容は、子どもの状態に合

わせ適切に行われていると思われるが、さらに研修

や検討を重ね、療育の質を向上させるよう努める。



㉑
障害児相談支援事業所のサービス担当

者会議にその子どもの状況に精通した

最もふさわしい者が参画している。
5 0

㉒
母子保健や子ども・子育て支援等の関

係者や関係機関と連携した支援を行っ

ている。
5 0

保健師や市の親子教室担当者と連携をしながら、必
要な児を支援につなげたり、資源を確認している。
子育て支援について関係機関との連携を行っている

㉓

（医療的ケアが必要な子どもや重症心

身障害のある子ども等を支援している

場合）地域の保健、医療、障害福祉、

保育、教育等の関係機関と連携した支

援を行っている。

5 0
投薬やその際に必要な配慮について、保護者を通じ

て主治医に確認している。

㉔

（医療的ケアが必要な子どもや重症心

身障害のある子ども等を支援している

場合）子どもの主治医や協力医療機関

と連絡体制を整えている。

2 3
必要があれば連携を行っているが、日常的な定期的

な連携体制は作れていない。

㉕

移行支援として、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）

等との間で、支援内容等の情報共有と

相互理解を図っている。

5 0
併行通園先の保育所と、必要に応じて電話での連携

や訪問連携を行っている。

㉖
移行支援として、小学校や特別支援学

校（小学部）との間で、支援内容等の

情報共有と相互理解を図っている。
2 3

必要に応じて、進学先の小学校、放課後等デイサー

ビスと連携を行っているが、十分には行えていな

い。

㉗

他の児童発達支援センターや児童発達

支援事業所、発達障害者支援センター

等の専門機関と連携し、助言や研修を

受けている。

5 0 必要に応じて(引継ぎ、取り組みの共有等)、他のセン
ターや事業所と連携を行っている。

㉘
保育所や認定こども園、幼稚園等との

交流や、障害のない子どもと活動する

機会がある。
3 2

併行通園が基本なので、日常的な関りがあると捉え

ている。行事などを通した交流は行えていない。

㉙
（自立支援）協議会子ども部会や地域

の子ども・子育て会議等へ積極的に参

加している。
2 3

事業所内で参加している職員がおり、協議内容を職

員に伝達している。

㉚
日頃から子どもの状況を保護者と伝え

合い、子どもの発達の状況や課題につ

いて共通理解を持っている。
5 0

毎回の療育の時間に保護者との懇談の時間をとって
いる。個別の懇談も年間の中で計画的に取るように
している。その他、連絡帳でのやりとりをしたり、
それぞれの家庭の必要性に応じて懇談の時間をとっ
ている。

㉛

保護者の対応力の向上を図る観点か

ら、保護者に対して家族支援プログラ

ム（ペアレント・トレーニング等）の

支援を行っている。

4 1

毎回の保護者懇談で、その日の療育や日々の悩みを
通して、子どもの発達特性や、その時々の様子につ
いて助言をしたり、保護者集団といっしょに考え
合っている。その他、発達検査をした後に、子ども
の発達状態や特性についてフィードバックを行い、
保護者への助言を行っている。

㉜
運営規程、利用者負担等について丁寧

な説明を行っている。 5 0
入園前の説明会、途中入園の際の契約手続きの際

に、説明している。

㉝

児童発達支援ガイドラインの「児童発

達支援の供給すべき支援」のねらい及

び支援内容と、これに基づき作成され

た「児童発達支援計画」を示しながら

支援内容の説明を行い、保護者から児

童発達支援計画の同意を得ている。

5 0

入園前の説明会、途中入園の際の契約手続きの際に

児童発達支援ガイドラインとそれに沿った児童発達

支援計画の作成、モニタリングについて説明してい

る。保護者の困りごとやニーズの把握を行い、児童

発達支援計画を作成し、説明を行った上で同意を得

ている。

㉞
定期的に、保護者からの子育ての悩み

等に対する相談に適切に応じ、必要な

助言と支援を行っている。
5 0

毎回の保護者懇談で悩みを出し合えるようにしてい
る。個別的な相談も、なるべく時間を作るようにし
ている。
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○保護者への支援は、引き続き、親子通園、保護者

懇談会などの日常的な支援と、年数回の保護者教室

や学習会などの学びの場を設け行っていく。そのた

めに、職員の研修を行い、より質の高い支援を行っ

ていけるよう努力する。

○

○子どもの状態に応じて、特に配慮を要する子ども

とその家族に対して、必要に応じて関係機関（母子

保健、ネウボラ課、障がい福祉課、保育課、学びづ

くり課、基幹相談支援センター、こども発達支援セ

ンター、子ども家庭センターなど）と連携し支援を

行い、子どものすこやかな育ちを支えることができ

るように努める。

〇医療的ケア児ではない場合でも、必要があるとき

には、医療機関への紹介や情報共有などを行う。

〇併行通園している保育所、幼稚園、子ども園との

連携は重点を置いており、療育懇談会（年1回、グ

ループごと、公開療育と懇談会）を設けて直接会っ

て情報共有したり、研修会（療育研修会・聴覚障害

研修会など）を開催することを計画していたが、新

型コロナウイルスの流行により実施できていない。

今後感染状況に応じて実施していきたい。

〇移行支援、他機関との交流や情報共有、研修など

については、継続して行う。



㉟
父母の会の活動を支援したり、保護者

会等を開催する等により、保護者同士

の連携を支援している。
3 2

基本的に親子通園なので、日頃から保護者同士の交

流や支援は行っている。最近は母以外の家族が参加

して下さる家庭も多い。

㊱

子どもや保護者からの相談や申し入れ

について、対応の体制を整備するとと

もに、子どもや保護者に周知し、相談

や申し入れがあった場合に迅速かつ適

切に対応している。

5 0
なるべく迅速に対応できるよう配慮している。すぐ

に対応が難しい時には、保護者と調整し、対応でき

る日を計画的に決定できるよう対応している。

㊲
定期的に会報等を発行し、活動概要や

行事予定、連絡体制等の情報を子ども

や保護者に対して発信している。
5 0

年に数回、園のお便りを発行している。グループご

との活動や、保護者向けの学習会等の行事はメール

配信で知らせている。

㊳
個人情報の取扱いに十分注意してい

る。 5 0

㊴
障害のある子どもや保護者との意思の

疎通や情報伝達のための配慮をしてい

る。
5 0

㊵
事業所の行事に地域住民を招待する等

地域に開かれた事業運営を図ってい

る。
1 4 行事等を通した地域との連携は行えていない。
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○保護者の困りごとやニーズを聞き取り、それらを踏ま
えて児童発達支援計画を作成している。職員間で会議
を行い、必要な修正を行っている。保護者1人ひとりに説

明を行い、同意を得ている。

○日常的な保護者への説明や相談は行っているが、

さらに保護者が相談しやすくなるように、職員との
信頼関係を深め、職員が声をかけていくよう努力す
る。
　

○個人情報の扱いについて細心の注意を払う。



㊶

緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等を策定

し、職員や保護者に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施してい

る。

5 0 月に1回、訓練を実施している。

㊷
非常災害の発生に備え、定期的に避

難、救出その他必要な訓練を行ってい

る。
5 0

㊸
事前に、服薬や予防接種、てんかん発

作等の子どもの状況を確認している。 5 0 保護者に状況を確認し、主治医の指示書を確認してい
る。必要な対応について研修を受けている。

㊹
食物アレルギーのある子どもについ

て、医師の指示書に基づく対応がされ

ている。
5 0

アレルギー対応の必要な子については、指示書の提

出をお願いし、それに基づいて対応している。

㊺
ヒヤリハット事例集を作成して事業所

内で共有している。 5 0
毎日の終礼でヒヤリハット事案を確認共有してい

る。半年に一度、全員参加の職員会議でヒヤリハッ

ト事例を振り返り、注意点を共有している。

㊻
虐待を防止するため、職員の研修機会

を確保する等、適切な対応をしてい

る。
5 0

担当職員が年間通して計画的に研修に参加し、職位

全体に伝達している。

㊼

どのような場合にやむを得ず身体拘束

を行うかについて、組織的に決定し、

子どもや保護者に事前に十分に説明し

了解を得た上で、児童発達支援計画に

記載している。

5 0

入園説明会で保護者への説明を行い、同意を得てい
る。身体拘束を行う要件について職員に確認し伝え
ている。児童発達支援計画にも記載し、改めて説
明、確認をしている。身体拘束にあたる対応があっ
たかどうかを、毎日の終礼で確認し、記録に残して
いる。

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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○想定される緊急時等のマニュアルを漏れがないよ

うに策定し、職員や保護者に周知するとともに、発

生を想定した訓練を実施するように努める。

○引き続き避難訓練を、各グループ年１回は実施す

るように計画する。

○全国いたるところで様々な災害が生じている状況

もふまえ、緊急時の気象情報や避難情報の把握と対

応（保護者との連絡や関係機関との連携）を図り、

皆の安全を守るよう努める。

○危険箇所に気づいたらすぐに対応する。

○各地で悲惨な虐待事件が報告される中で、虐待や

身体拘束に関する研修を行い、日常に引き付けて考

え、対処できるように取り組む。



公表： 2024年　3月18日

事業所名：第２こばと園　　　　　　　保護者数（児童数）62　　回収数　53　　割合85％

チェック項目 はい
どちらと
も

いえな
い

いい
え

わか
らな
い

ご意見 ご意見を踏まえた対応

①
子どもの活動等のス
ペースが十分に確保
されているか。

49 4 0 0

●人数に対してはスペースはあまり広くない
●スペースは十分だと思うが、外で3輪車等を乗るス
ペースは少ない

●外遊びの場所はもう少し広い方がいい
●外に遊具はないが、神社や公園におでかけもあるの
で、3歳児には十分の広さだと思う
●広いスペースと園庭がある。子どもがのびのびと過
ごしている姿からそう感じています。

●広さはあるが親と先生も合わせた人数が一部屋に集
まると圧迫感があり、聴覚過敏や集団が苦手な子に
とっては苦痛な場になりかねないように思う。

●部屋から出る方法もあるが先生の対応も必要になる
し、一緒にいる空間を大切にするなら室内にパーテー
ション的な隠れBOXや、差し支えない窓に１か所だ
け長いカーテンを取り付けて、様子を覗きながらも少
しだけ隠れられる物があってもいいように思う。

●自由に活動する時に、室内でも屋外でも選べて、楽
しく遊べている。しいて言うなら、室内は少し走り回
れるけど、屋外は三輪車や車があって、乗って移動す

る事はできても、“走り回る”という感じで遊ぶ事が出
来ないと思っています。

〇基準以上のスペースは確保してい
ます。活動内容によっては園外の公
園に出かけるなどして工夫していき
ます。
〇死角になる場所がないように職員
間で確認し安全を確保するよう努め
ます。　　　　　　　　         〇職
員の配置基準を満たす人数を配置し
ています。
〇過敏さや切り替えの困難など様々
な課題があり、活動に参加しにく
かったり、同じ空間に居づらいこと
があると思いますが、その都度、子
どもに丁寧に寄り添うことで、人が
支えになりながら活動できるなど育
ちにつながることもあります。じっ
くり時間や人の手をかけながら取り
組んでいきましょう。

②
職員の配置数や専門
性は適切であるか。

45 6 1 1

●しっかりと1人1人を見れる人数だと感じる
●こどもの活動にあわせて、室内と外の先生とおられ
る。顔写真などで先生が分かりやすい。

●専門性を持ち子どもに向き合われている姿には感銘
を受けています。職員配置については回答しがたいで
す。

●子どもに対する先生の対応にバラつきがある。
●子ども同士でトラブルが起こったとして、見守り対
応なのか、親介入で済ますのか、療育的な対応見本を
示すのかよく分からない。
幼保の延長線で参加型の参観日のように感じる時もあ
る。

●活動中に、こどもが急に移動したり、親がこどもに
ついて行けてない時など、こどもが1人にならないよ
うにすぐに着いて行って対応して下さっている。

〇職員の専門性を高めるために、
日々の話し合いや研修を行い、子ど
もたちや保護者の方たちがより安心
して過ごせるように努めます。
〇子ども同士のトラブルや、その
時々での子どもへの対応について、
職員の関わり方からモデルを示した
り、具体的な関り方を伝えていける
よう、職員間で話し合いや研修に努
めていきます。
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・
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保護者等からの事業所評価の集計結果

（公表）

別紙４



③

生活空間は、本人に
分かりやすい構造化
された環境になって
いるか。また、障害
の特性に応じ、事業
所の設備等は、バリ
アフリー化や情報伝
達等への配慮が適切
になされているか。

42 8 1 2

●靴箱、タオルかけ、トイレと絵の表示があり本人に
は、わかりやすい。

●子どもが場所に慣れると配置を理解し行動できるの
かなと思います。

●鍵を徹底してほしい。掛け忘れが多い。移動時は保
護者任せにすると善意で鍵を中途半端に掛けない人も
いる。

●園庭がいつも綺麗で気持ちが良い
●トイレのアルコールスプレーが壊れていて使えない
●活動中に少しエスケープやクールダウンしたい時、
また食事が早く終わった時などに、畳の部屋に行き、
本を読んだりブロック遊びが出来て、お友達が気にな
らなかったり、クールダウンが出来るようになってい
ると思う。こどもが自主的に安心できる場所へ移動し
に行けていると思います。

　　　　　　　　         〇第２こば
と園は、今までも子どもたちにとっ
てより良い環境になるように改修や
修繕、様々な手立てを行ってきまし
た。引き続き、皆様からのご意見を
参考にしながら、子どもにとってよ
り良い環境づくりに努めます。危険
個所は迅速に改善に努めます。
〇トイレのアルコールスプレーは、
コロナ禍に設置していたもので、ご
指摘を受け撤去しました。しかし、
引き続き、感染流行時等には、アル
コール消毒等のご協力をお願いする
こともあるかと思いますので、よろ
しくお願いいたします。

④

生活空間は、清潔
で、心地よく過ごせ
る環境となっている
か。また、子ども達
の活動に合わせた空
間となっているか。

40 12 0 1

●建物が古い
●絵本の部屋にエアコンがあるといい。
●心地よく過ごせていると思いますが、清潔感につい
ては回答しがたいです。

●園庭と駐車場がいつも綺麗
●トイレのアルコールスプレーが使えない(中身はあ
るが出ない、壊れている)
●紺色のマットが布製なので、時々綿埃がでているの
が気になります。

●各所に手洗い場や水道があり、各場面で手洗いやア
ルコール消毒を行えるようになっている。

〇建物の老朽化については、常時点
検把握を行い、危険箇所や破損個所
の回収に努めています。また、今
後、新園舎の施設整備も計画をすす
めておりますので、皆様のご理解ご
協力をよろしくお願いいたします。
〇絵本の部屋の暑さ対策のため、冷
風扇の設置を行いました。十分とは
言えませんが、熱中症対策や快適に
過ごせる配慮を考えております。
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⑤

子どもと保護者の
ニーズや課題が客観
的に分析された上
で、児童発達支援計
画が作成されている
か。

19 1 0 3

●丁寧な聞き取りと、日頃の活動、連絡帳での家での
様子、こどもの特性を理解してくださって計画を立て
てくださっています。
●個別発達支援計画は本人の実情に基づいて的確に記
入していただいていました。
●こどもの発達検査や、活動中の様子から、身体の使
い方や会話の内容などから、客観的に支援計画書が作
成されていると思います。

〇子どもの発達状態や課題を療育中
の様子や個別の発達検査等を通して
把握しています。保護者懇談を通して、
ニーズを聞き取り児童発達支援計画に
反映させています。

⑥

児童発達支援計画に
は、児童発達支援ガ
イドラインの「児童
発達支援の提供すべ
き支援」の「発達支
援（本人支援及び移
行支援）」、「家族
支援」、「地域支
援」で示す支援内容
から子どもの支援に
必要な項目が適切に
選択され、その上
で、具体的な支援内
容が設定されている
か。

44 1 0 8

●楽しみつつ、親子の課題目標がしっかりしていると
思う。

●並行通園している幼稚園とも連携を取って下さり、
問題点や改善点などの情報を共有して、こばと園＝幼
稚園＝家庭で連携がとれた支援計画になっていると思
います。

●個別発達支援計画は本人の実情に基づいて的確に記
入していただいていました。

○お子さんと保護者の方に一緒に
通ってきていただき、楽しい遊びや
体験を通して発達の土台の力を育
て、意欲的で安定した生活が送れる
ようにとりくんでいます。（発達支
援）
　　　　　　　　　　　　　　　〇
親子通園、保護者懇談会などを通し
て、我が子を理解し子育てに元気と
見通しが持てるように支援したいと
とりくんでいます。（家族支援）

〇保育所や幼稚園・こども園などと
併行通園されている方は、園との連
携を通して、安定した生活が送れる
ように支援しています。（地域支
援）

〇ガイドラインに沿った内容で児童
発達支援計画を立てています。一人
ひとりのニーズに合わせてより適切
な支援に努めます。

⑦
児童発達支援計画に
沿った支援が行われ
ているか。

47 4 0 2

●バスに乗ったり、公園、坂すべり、砂遊びなどたく
さん活動を体験させてもらい本人も楽しんでいる。
●計画内容に沿った支援をしていただいていると思い
ます。
●こどもの興味に沿った活動内容になっており、遊び
ながらこども自身が考えたり、身体を動かしたりして
行動していると思います。
●保育園と情報共有しているのか分からない。

〇児童発達支援計画の目標に沿って、
子どもの発達状態や課題、興味関心に
合わせた支援を行っています。半年ご
とに目標に沿った振り返りを行い、新た
な計画を立てています。

〇必要に応じて保育所や幼稚園、こど
も園と情報を共有し、支援計画に反映
しています。
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⑧
活動プログラムが固
定化しないよう工夫
されているか。

45 3 1 4

●季節によっての遊びをとりいれたりと工夫されてい
る。

●クッキング、公園の活動は見通しがもちやすいよう
に二週続けてしてくださるので、こどもの変化がわか
りやすい。

●個々のペースに合わせて対応していただいていると
思います。

●いろいろと活動を考えてくださっているが、その日
の活動内容を遂行する事がメインになっていて、輪に
入れない子や出来ない子に対してどうフォローしてい
くのかが見えない。

●特定の遊びになりがちなので、他の運動遊びもしてみ
たい。

●季節やイベントで流れをつくり、その時々で課題が
こなせていると思います。

〇子どもの発達状態や課題、興味関
心に合わせて活動内容を考えていま
す。

〇子どものペースに合わせてくり返
し活動していくことも多いですが、
固定化しないよう少しずつ遊びや活
動を深めていきます。ねらいや意図
を伝えていくことに努めています
が、分かりにくいことがあればお尋
ね頂けたらと思います。

⑨

保育所や認定こども
園、幼稚園等との交
流や、障害のない子
どもと活動する機会
があるか。

39 1 6 7

●通園し始めたばかりで、園の先生との交流はあった
が、子どもとの交流はまだない
●保育所に併行通園しています。
●幼稚園に週４日並行通園しています。

〇日常的に保育所等との併行通園を
されている場合が多いので、障がい
のない子どもと活動する機会がある
ととらえています。



⑩
運営規程、利用者負
担等について丁寧な
説明がなされたか。

52 1 0 0
●契約時に丁寧に説明していただきました。
●クッキングなどの実費をお知らせもらっています。

〇入園説明会で、運営規定や利用者
負担等の基本的な説明を行っていま
す。実際に通っていく中で必要に
なってくる費用について、予めお伝
えして保護者の了承を得ています。

⑪

児童発達支援ガイド
ラインの「児童発達
支援の提供すべき支
援」のねらい及び支
援内容と、これに基
づき作成された「児
童発達支援計画」を
示しながら、支援内
容の説明がなされた
か。

50 2 0 1

●個別で丁寧に説明してくださっています。
●前期と後期で説明や面談をしてもらっています。
●契約時に丁寧に説明していただきました。
●計画を渡されて内容を確認した。説明は受けてない
が、どのようにしていくか、通園が決まった時にざっ
くり最初に話したことはある。

〇児童発達支援ガイドラインに沿っ
た「児童発達支援計画」の基本的な
説明を入園説明会で行っています。

〇児童発達支援計画と前期末(9-10
月)と後期末(2-3月)のモニタリングにつ
いては、個別に説明をしながらお渡し
し、保護者といっしょに確認していま
す。なるべく分かりやすい説明に努め
ていますが、分かりにくい点があれば
説明いたしますので、遠慮なくお伝えく
ださい。

⑫

保護者に対して家族
支援プログラム（ペ
アレント・トレーニ
ング等）が行われて
いるか。

34 11 4 4

●こどもの行動の意味や思いを親と保育者がいっしょ
に考えてくださっています。

●要所要所で助言いただいています。
●私はすぐに手助けをしてしまいがちなのですが、よ
く先生に“◯◯君１人でやってみよう！”と声かけしも
らたったり、親同士で意見を聞きあう時間などがあ
り、とても参考になる。

●グループによって差はあるかもしれないが、親とし
て子どもが療育を受けている意味や、障がいがある
(かもしれない)という意識は低いと思う。
●子どもの程度により心配している親もそれぞれだと
思うので仕方ないが、物足りなさを感じる。その場で
先生から『こんな時はこうしてあげたら〜』といった
助言も無いように思うので、そういった方針なのか適
切の意味を理解しにくい。ただ、先生にもよる。

●先生によって差がある
●通園し始めて間もないので何とも言えない。

〇親子で通園して頂くことを通し
て、子どもさんの困り感や課題につ
いての理解を深めていけるよう、懇
談で話をしていきます。
〇療育中にも、子どもさんの課題や
具体的な関り方について、助言をし
ていけるよう努めています。充分に
伝えきれていない点については、研
修で子どもや保護者支援についての
理解を深めていけるように努めてい
きます。

⑬

日頃から子どもの状
況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の
状況や課題について
共通理解ができてい
るか。

46 7 0 0

●全ては伝えきれていないと思う
●活動のあとの親の話し合いや連絡帳でこどもの様子
を共有してくださっています。
●要所要所で助言いただいています。
●先生が気付かれた点や、必要な関わり方など　丁寧
に説明してくださいます。
●今年度こちらの都合であまり行けてない為どちらと
もいえないにしました。
●私の方が、連絡ノートをあまり書いておらず、活用
できていないと思います。

〇日々の懇談で子どもの様子につい
て共有しています。
〇家庭と当園で様子が異なる子ども
さんもたくさんおられますが、家庭
での様子を丁寧に確認することに努
め、共通に大事に取り組んでいく点
について確認しています。
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⑭

定期的に、保護者に
対して面談や、育児
に関する助言等の支
援が行われている
か。

50 3 0 0

●先生との何気ない会話や、保護者の振り返り会など
で発言しやすい時間を作って頂けています。

●ほぼ毎回、活動の後に意見や感想を話せる時間を設
けてもらっていて、親も今日は何がポイントになった
か？が明確になって良いと思います。

●定期的な面談は予定していただいているのか不明で
す。

〇日々の療育の後に、集団での懇談
を行い、療育の中での気づきや、
日々の悩みについて共有したり、助
言・相談を行っています。
〇年間通して、定期的に個別相談を
おこなったり、保護者の要望や子ど
もの様子に合わせて相談の機会を設
けています。
〇その他、年間を通して、子育てに
関する講演会や、他の保護者の子育
て体験を聞くなどの学習会を企画し
ています。

⑮

父母の会の活動の支
援や、保護者会等の
開催等により保護者
同士の連携が支援さ
れているか。

35 9 0 9

●活動の最後に保護者で話し合う時間があるのでそこ
で意見交換しています。
●勉強会は参加した事はあるが、父母の会や保護者会
は参加していない。
●通園を始めたばかりで、まだわからない
●仕事と育児の両立のため保護者会など参加が難し
い。

〇親子通園なので、日常的に各グ
ループの保護者のつながりがありま
す。懇談を通して、お互いの悩みを
聞き合ったり、共有しています。

⑯

子どもや保護者から
の相談や申入れにつ
いて、対応の体制が
整備されているとと
もに、子どもや保護
者に周知・説明さ
れ、相談や申入れを
した際に迅速かつ適
切に対応されている
か。

45 7 0 1

●困り事や、コロナ等の情報が共有されていると思い
ます
●お忙しそうにされている時は相談しにくいと感じる
ことがあります。

〇親子で通園して頂く中で、子ども
の気になる姿や、保護者の方の悩み
については、できるだけ時機を逃さ
ず共有できるように努めています。

〇状況や時期によっては、すぐに対
応ができにくいこともあるかもしれ
ませんが、相談に対しては丁寧にな
るべく早く対応することに努めてい
きますので、遠慮なくお声かけくだ
さい。

⑰

子どもや保護者との
意思の疎通や情報伝
達のための配慮がな
されているか。

53 0 0 0

●その都度確認等の配慮をしていただいていると思い
ます。

●伝えられないことは連絡帳を通して伝えられてい
る。

●こどもには側まで来てくれて声かけをしてくれた
り、出来るだけ視覚支援されており、意思疎通出来る
ようになっていると思います。

〇子どもの発達課題や聴力などに合
わせて必要な配慮を行いながら、情
報を伝えることに努めています。
〇連絡帳やメール配信など必要な手
段を使って、適切に情報をお伝えで
きるよう努めています。
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⑱

定期的に会報やホー
ムページ等で、活動
概要や行事予定、連
絡体制等の情報や業
務に関する自己評価
の結果を子どもや保
護者に対して発信さ
れているか。

42 2 0 9
●定期的にメールを頂いています。
●メール配信や季刊誌などで情報を得られるように
なっていると思います。

〇ホームページへの掲載、メールで
のお知らせ、園内の掲示をして、自
己評価結果をお伝えしています。

⑲
個人情報の取扱いに
十分注意されている
か。

49 1 0 3 ●されていると思います

⑳

緊急時対応マニュア
ル、防犯マニュア
ル、感染症対応マ
ニュアル等を策定
し、保護者に周知・
説明されているか。
また、発生を想定し
た訓練が実施されて
いるか。

42 2 0 9

●感染症対応は聞いている。
●お手紙やメールを頂き、説明されています。
●まだマニュアルを提示していただいたことはありま
せん。

㉑

非常災害の発生に備
え、定期的に避難、
救出、その他必要な
訓練が行われている
か。

45 3 1 4

●通園間もないが、今のところはない。
●定期的にどのグループも避難訓練が実施されていま
す。

●経験がない
●火災避難訓練が実施されています。

㉒
子どもは通所を楽し
みにしているか。

50 2 0 1

●とても楽しみにしている
●大好きな先生に会えるのを楽しみにしている。
●あと何日したらこばと園と楽しみにしています。
●今年度こちらの都合であまり行けてない為どちらと
もいえないにしました。

●“今日こばと？”と聞いてきたり、帰宅後は“また
遊べる？会える？”と聞いてきます。

㉓
事業所の支援に満足
しているか。

45 7 0 1

●個別に対応していただいているのでありがたいで
す。

●今年度こちらの都合であまり行けてない為どちらと
もいえないにしました。

●いつもこどもの気持ちに寄り添って頂き、のびのび
と過ごしていると思います。

○この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」によりj事業所の評価を行っていただき、

　その結果を集計したものです。

　

非

常

時

等

の

対

応

〇避難訓練は、各グループ年１回は
実施するように計画しています。

〇各種マニュアルについては、保護
者への説明機会を作り、園内に掲示
して、必要な時に閲覧できるように
しますので、ご覧になってくださ
い。

満

足

度

〇活動の内容や時間の使い方を工夫
して、子どもにも保護者の皆さんに
も満足してもらえるよう、
引き続きニーズを把握し、努力して
いきます。


